
教員免許状更新講習一覧 ●講習はすべて宇治キャンパスで実施します。

※免許状の更新には、必修領域6時間、選択必修領域6時間及び選択領域18時間（合計30時間）の講習を履修することが必要です。
※同一講習を複数回受講することはできません。昨年度と同名の講習は基本的に同一内容となりますので、履修証明書で履修済みの講習をご確認の上、お申し込みください。

講習の期間講習No. 講習の名称 主な受講対象者対象職種 定員担当教員

●選択領域　受講者が任意に選択して受講する領域

講習の期間講習No. 講習の名称 主な受講対象者 定員担当教員

【必修】
教育の最新事情（中等教育）H01 平成29年

7月22日(土)
中学校・高等学校教諭、
養護教諭、栄養教諭

大西　巧
澤　達大
松田　美枝
田中　亨胤

50人

●必修領域　全ての受講者が受講する領域

【必修】
教育の最新事情（初等教育）H02 平成29年

7月22日(土)
幼稚園・小学校教諭、
養護教諭、栄養教諭

寺田　博幸
中島　千惠
田中　亨胤

50人

講習の期間講習No. 講習の名称 主な受講対象者対象職種 定員担当教員

【選択必修】国際理解教育SH01 平成29年
7月27日(木)

特定
しない

中学校・
高等学校教諭

奥野　克己
澤　達大
山本　晃輔

60人

●選択必修領域　受講者が所有する免許状の種類、勤務する学校の種類又は教育職員としての経験に応じ、選択して受講する領域

【選択必修】遊びから考える学校、
家庭及び地域の連携SH02 平成29年

8月4日(金)
幼稚園・
小学校教諭 岡本　浄実 40人特定

しない

【選択】体験で学ぶ
マインドフルネスを生かす教育S01 平成29年

7月28日(金)
教諭
養護教諭

幼稚園・小学校・
中学校・高等学校教諭、

養護教諭
濱野　清志 50人

【選択】気付きの質が高まり、
学ぶ意欲が育つ生活科学習の展開S02 平成29年

7月29日(土) 教諭 小学校教諭 寺田　博幸 50人

【選択】社会保障制度の
全体像をつかむS03 平成29年

7月31日(月) 教諭 中学校・
高等学校教諭 森合　真一 50人

【選択】地震・災害の考古学S04 平成29年
7月31日(月) 教諭 小学校・中学校・

高等学校教諭 山中　章 70人

【選択】学校教育での芸術療法
（コラージュ療法）の利用S05 平成29年

8月1日(火)
教諭
養護教諭

幼稚園・小学校・
中学校・高等学校教諭、

養護教諭
森谷　寛之 50人

【選択】授業と学級経営の相乗効果で
子どもの可能性を伸ばすS06 平成29年

8月1日(火) 教諭 小学校教諭 大前　暁政 70人

【選択】子どもとかかわる身体S07 平成29年
8月3日(木) 教諭 幼稚園・

小学校教諭 本山　益子 36人

【選択】宇治の文化と文学S08 平成29年
8月4日(金) 教諭

幼稚園・小学校・
中学校・

高等学校教諭
千古　利恵子 50人

【選択】教師と子どものための
メンタルヘルスS09 平成29年

8月8日(火)
教諭
養護教諭
栄養教諭

小学校・中学校・
高等学校教諭、
養護教諭、栄養教諭

松田　真理子
平尾　和之 270人

【選択】絵本、再発見S10 平成29年
8月8日(火) 教諭

幼稚園・
小学校（低学年）

教諭
三林　真弓 24人

【選択】子どもが夢中になり多様な
動きを身に付ける運動遊びS11 平成29年

8月8日(火) 教諭
幼稚園・

小学校（低学年）
教諭

香村　恵介 42人

【選択】教員としての
コミュニケーション能力を高めるS12 平成29年

8月9日(水)
教諭
養護教諭
栄養教諭

幼稚園・小学校・
中学校・高等学校教諭、
養護教諭、栄養教諭

森川　知史 150人



講習No.
H01
必修
【必修】教育の最新事情（中等教育）

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年7月22日（土）

講習の概要

受講料 6，000円
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験

担当
講師

「国の教育政策や世界の教育の動向」、「教員としての子ども
観、教育観等についての省察」、「子どもの発達に関する脳科

学、心理学等における最新の知見」、「子どもの生活の変化を踏まえた課題」の４つの
領域に関する教育課題について、昨今の状況や動向をもとに、学校教育全体からの
視点と中等教育（中学校・高等学校）の現場に絞った専門的視点から読み解く。主な
受講対象者は、中学校及び高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭とする。

大西　巧
（臨床心理学部臨床心理学科教授）

澤　達大
（総合社会学部総合社会学科准教授）

松田　美枝
（臨床心理学部臨床心理学科講師）

田中　亨胤
（兵庫教育大学名誉教授、京都文教短期大学非常勤講師）

1限
9:00～10:30（9０分）

教員スタンダードとしての
専門的職能性と倫理性
教員に求められる教育実践
力の向上につながる基本視
座について確かめる。社会変
化の現実を受けとめるとと
もに、教員が身につける「子
ども観」「発達観」「教育観」、
教員としての倫理性や品格
などの諸点から、専門職者と
しての教員のスタンダード
について省察する。

2限
10:40～12:10（9０分）

配慮を要する子どもたちへの
個別教育・支援
特別支援教育が学校教育法に
位置づけられ、障害をもつ子
どもたちに対する個別的な教
育や支援が行われるように
なっている。本講習では、個別
教育・支援の具体例を取りあ
げ、アセスメントや支援方法に
ついて受講者とともに考えた
上で、分かりやすく解説する。

3限
13:10～14:40（9０分）

新しい学びへの対応
学習指導要領の改訂に伴い、学校
教育は新しい学びにどう対応し
ていけばよいか。組織力を生かし
た創意・工夫や知恵が求められ
る。教員は、研修機会を通して学
習指導要領の内容をよく理解し
た上で、教育実践を着実に積み
重ねていくことが大切である。さら
に、国内外の教育情報を交え、これ
からの学校の在り方や教育につ
いて再考する機会としたい。

4限
14:50～16:20（90分）

社会の変化を踏まえた
生徒の理解と指導
子どもを取り巻く社会の急激
な変化は、生活全般に大きな
影響を与えている。その実態
と問題点を整理し、生徒指導
のあり方を検討する。さらに
将来の展望を踏まえて、生徒
たちに必要なキャリア教育に
ついて考えていく。

5限
16:30～17:00（3０分）

修了認定試験

講習No.
H02
必修
【必修】教育の最新事情（初等教育）

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年7月22日（土）

講習の概要

受講料 6，000円
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験

担当
講師

「国の教育政策や世界の教育の動向」、「教員としての子ども
観、教育観等についての省察」、「子どもの発達に関する脳科

学、心理学等における最新の知見」、「子どもの生活の変化を踏まえた課題」の４つの
領域に関する教育課題について、昨今の状況や動向をもとに、学校教育全体からの
視点と初等教育（幼稚園・小学校）の現場に絞った専門的視点から読み解く。主な受
講対象者は、幼稚園及び小学校教諭、養護教諭、栄養教諭とする。

寺田　博幸
（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）

中島　千惠
（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）

田中　亨胤
（兵庫教育大学名誉教授、京都文教短期大学非常勤講師）

1限
9:00～10:30（9０分）

グローバル時代における
「生きる力」と教育における
「平等」を考える
新学習指導要領総則の趣旨や
近年の審議会の議論、教員に
関わる行政の動向などを踏ま
えた上で、グローバル時代に
おける「生きる力」と教育にお
ける「平等」について幼児期か
ら義務教育段階まで海外での
実践も紹介しながら考える。

2限
10:40～12:10（9０分）

教員スタンダードとしての
専門的職能性と倫理性
教員に求められる教育実践
力の向上につながる基本視
座について確かめる。社会変
化の現実を受けとめるとと
もに、教員が身につける「子
ども観」「発達観」「教育観」、
教員としての倫理性や品格
などの諸点から、専門職者と
しての教員のスタンダード
について省察する。

3限
13:10～14:40（9０分）

幼児期、児童期における子どもの
発達への理解と子どもの育ちに
対する支援の重要性
幼児期から児童期における
子どもの発達について理解
するとともに、社会や家庭環
境の変化に伴う子育て支援
の必要性や発達障がいの子
どもに対する理解と支援に
ついて、臨床心理学的な視点
から考察する。

4限
14:50～16:20（90分）

『子どもが互いに認め合い、
　高め合う学級集団づくり」』の
取組と教師の役割
個が存在感を実感するととも
に、互いに認め合い、高め合う
学級集団を形成するため、教
師が果たすべき役割や個への
働きかけについて、以下の視
点から考察する。
・学校教育目標の具現化と
  学級経営の構想
・学級集団づくりと教科等の指導

5限
16:30～17:00（3０分）

修了認定試験



講習No.
SH02
選択必修

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月4日（金） 受講料 6，000円

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭

講習の概要 本講習では、学校、家庭及び地域の連携及び協働を取り上げる。現代社会と近年の学校を取り巻く状況の変化、
「遊び」から考える体育と生涯スポーツをテーマに講義を行う。また、できないからこそ面白い～多様な動きを
体験する～、連携を基盤とした協働活動の実践例をテーマに演習を行う。講義・演習を通して理解を深めると
共に、「遊び」をテーマに勤務地での学校・家庭・地域との協働の方法について考える。

対象職種 特定しない
定員

40人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師 岡本　浄実（臨床心理学部教育福祉心理学科准教授）

講習No.
SH01
選択必修

【選択必修】国際理解教育
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年7月27日（木） 受講料 6，000円

奥野　克己（総合社会学部総合社会学科教授）
澤　達大（総合社会学部総合社会学科准教授）
山本　晃輔（大阪大学未来戦略機構第五部門特任助教）

1限
9:00～10:20（8０分）

国際理解教育の概要
1974年のユネスコ勧告の採
択以降、国際理解や国際協力、
国際平和のための教育は、総合
的な学習などで取り組まれて
きた。近年は、多文化教育やＥＳ
Ｄ（持続可能な開発のための教
育）など、その教育は多岐にわ
たっている。本時では、国際理
解教育の概要を把握し、現状を
理解していく。

2限
10:30～11:50（8０分）

多文化共生社会の現状と
学校現場
日本で暮らす外国人が増加し、その国
籍も多様になっている。幼稚園や学校
には、外国にルーツのある児童の教育
とともに、たとえ国籍や文化が異なっ
ていても誰もが暮らしやすく地域住
民の一員として活躍できる多文化共
生の地域づくりの拠点となることが期
待されている。そうした教育現場にお
ける取り組みと課題について考える。

3限
12:50～14:10（8０分）

異文化理解の方法
（イスラーム文化を中心に）
中東およびイスラームをめぐる紛争
報道が続いている。ここではまず、
イスラームの基礎理解をめざす。イ
スラームは精神面だけでなく生活
全般、社会のあり方を扱う「生きる
指針」といわれる。講師の30年に
およぶ中東研究（文化人類学的
フィールドワーク）により人びとのイ
スラーム実践を具体的に伝える。

4限
14:20～15:40（80分）

異文化理解の方法
（イスラーム文化を中心に）
３限の講義にそった「国際理解教
育」を考える。グローバルな時代
にあって観光客のみならず仕事
やいろいろな目的で人びとは移
動している。ムスリム（イスラー
ム教徒）も同じである。そこでイ
スラームの食規制（ハラールと
ハラーム）を理解し、どのように
向き合えばよいかを考える。

5限
15:50～16:30（40分）

修了認定試験

主な受講対象者 中学校・高等学校教諭

講習の概要 従来より、「総合的な学習」や「社会科」などの授業を中心に、各校で国際理解教育や異文化教育が実践されてきた。
しかし、国際化や多文化化が今後さらに進展していく中で、外国籍生徒への対応などの場面で、新たな対応能
力を求められることが予想される。本講習では、最新の国際理解教育の事情を幅広く紹介し、異文化理解の事
例としてイスラーム社会を中心に理解を深め、今後の学校現場でのあり方を考えていく。

対象職種 特定しない
定員

60人

時間数

6時間

試験方法

筆記試験
担当講師

【選択必修】遊びから考える学校、
　　　　　家庭及び地域の連携

備考 本講習は演習を行います。上靴をご持参のうえ動きやすい服装（パンツスタイル）でお越しください。

1限
９：００～１０：3０（9０分）

できないからこそ面白い
～多様な動きを体験する～
子どもが夢中になってチャレ
ンジすること、自然に多様な動
きを体験できる体の動かし方
について学び、日常にある
様々な道具を使って「半分で
きて半分できない」をキー
ワードに演習を行う。

2限
１０：4０～１2：0０（8０分）

「遊び」から考える体育と
生涯スポーツ
発育発達における遊びから小
学校の教科体育への接続、「生
きる力」「自発的な運動」「体を
動かす機会」「人との関わり」
等、豊かなスポーツライフの
素地について解説する。

3限
13：0０～１４：3０（9０分）

現代社会と近年の学校を
取り巻く状況の変化
各省庁のデータから現代社
会と近年の学校・家庭・地域
を取り巻く環境について解
説する。

4限
１４：4０～１５：４０（60分）

連携を基盤とした協働活動の
実践例
ノーメディア、体力、祭り、早
寝・早起き・朝ご飯等をテー
マに学校・家庭・地域の連携
事例を紹介する。また、事例を
用いてグループワークを行う。

5限
１５：５０～１６：３０（４０分）

修了認定試験



講習No.
S01
選択
【選択】体験で学ぶ
　　　マインドフルネスを生かす教育

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年7月28日（金）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

備考 本講習は実技を行います。上靴をご持参のうえ動きやすい服装(パンツスタイル）でお越しください。

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 濱野　清志（臨床心理学部臨床心理学科教授）担当講師

本講習では、近年注目されつつあるマインドフルネスの考え方を紹介し、児童生徒自身がそれぞれ自分自身を
見つめ、自己理解を深め、同時に、心身のバランスを自己調整する基本を、描画表現、気功による身体表現など
を通して、体験的に理解できるようにします。また、教師自身の体験的理解をもとに児童生徒の生活上の自己
理解と自己調整を促進する手立てを学びます。

1限
９：００～１０：２０（８０分）

マインドフルネスとは
マインドフルネスとは臨床心理
学はもとより教育、医療、福祉
の分野で近年注目されつつあ
る一定の心の態度を示すキー
ワードとなってきている。その
意味と意義を理解する。

2限
１０：３０～１1：5０（8０分）

自分の体験と向き合う
線を引くという単純な体験の
なかに自分を発見し、そこに生
じている主観的体験を他者と
話し合うことによって自分自身
のありようを深く正直に見つめ
る練習をする。

3限
12：5０～１４：1０（8０分）

気功による
マインドフルネスの体験
気功を例として、マインドフル
ネスを体験的に理解し、そのこ
とを通じて身体を整え、心と身
体の関係を見つめなおす作業
をする。

4限
１４：2０～１５：４０（80分）

マインドフルネス体験の
広がり
3限に引き続き、気功を通じ
た自己理解の方法を体験し、
さらに呼吸法、ふれあいによ
る交流を通じた自己理解など
を体験的に学ぶ。

5限
１５：５０～１６：３０（４０分）

修了認定試験

講習No.
S02
選択

【選択】気付きの質が高まり、
　　　学ぶ意欲が育つ生活科学習の展開

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年7月29日（土）

主な受講対象者 小学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 寺田　博幸（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）担当講師

生活科の教育原理を踏まえ、気付きの質を高め、学ぶ意欲を育てる生活科学習について、理論と子どもの実際
の姿から学びます。子どもに取り組ませたいという教師の願いと子どもが「やってみたい、やってみよう」という
思いをすりあわせながら、探究活動の醍醐味を味わわせる指導と評価について考察していきます。

1限
9:00～10:30(90分）

生活科の教育原理と
生活科で育てる力
生活科の教育原理を踏まえ、子どもの
思考の流れを大切にした単元構想に
ついて考察していきます。

2限
10:40～12:10（90分）

学ぶ意欲を育てる生活科の実際
対象とかかわりながら学ぶ意欲を高
めていく子どもへの支援と評価につ
いて考察していきます。

3限
13:10～14:40（90分）

主体的に学び、気付きの質を高める
生活科学習の展開
子どもの主体的な学びが、気付きの
質を高め、そうした一連の営みから、
さらに学ぶ意欲が喚起されていきま
す。この時間では、子どもの探究心を
わきたたせる“学び”について探って
いきます。

4限
14:50～16:20（90分）

まとめと修了認定試験
生活科の指導と評価の一体化につい
てまとめ、修了認定試験を実施します。

備考 はさみ、のり、『小学校学習指導要領解説　生活編』（文部科学省、平成２０年８月）をお持ちください。
（文部科学省ホームページhttp://www.mext.go.jpに掲載のPDF版（文部科学省、平成２０年６月）を印刷したものでも可）



森合　真一（豊岡短期大学こども学科専任講師、京都文教大学非常勤講師）

講習No.
S03
選択
【選択】社会保障制度の全体像をつかむ 

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年7月31日（月）

主な受講対象者 中学校・高等学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

社会保障制度の分野は幅広く制度が複雑で個別の改正も頻繁に行われており、中学生・高校生がその内容を
理解することは困難です。しかし、少子高齢化が進行する現代社会を生き抜くうえで、社会保障制度の基本的な
機能や構造を理解しておくことが必要です。そこで本講では、社会保険、社会扶助や社会福祉の基本的事柄につ
いてわかりやすく解説をします。

1限
９：0０～１０：20（80分）

社会保障制度の体系と、
その財源および費用
我が国の社会保障制度は広範
であり、少子高齢化の進行など
を背景に財源の確保が課題と
なっています。この時間は、社会
保障制度を体系的に整理し、私
たちの社会を支えるうえで財源
確保の議論がいかに大切か、社
会保障制度の現状について考え
ます。

2限
１０：30～１1：5０（80分）

所得保障
病気や失業、老齢等の原因に
より、所得の喪失や中断、減少
等、生活の安定を損なう事態
が生じたときに制度を通じて
現金を給付することにより生
活の安定に結びつける制度
で、年金制度、社会扶助、生活
保護等についてお話しします。

3限
１2：5０～１4：00（70分）

医療・介護保障
疾病や障害の治療や健康の増
進・回復のために医療機関等
において保健・医療サービス
を受けることが保障される制
度で、2000（平成12）年度か
ら始まった介護保険制度につ
いても併せてお話しします。

4限
１4：10～１5：20（70分）

社会福祉
個人の自己責任による解決に
委ねることが困難な生活上の
諸問題に対して、行政機関が
さまざまなサービスを提供す
ることにより、生活の安定や自
己実現を支援する制度です。
社会福祉の法体系、児童家庭
福祉についてお話しします。

5限
１5：30～１6：3０（60分）

修了認定試験
本日の講義を踏まえた論述式
の修了認定試験（筆記試験）を
実施します。

【選択】地震・災害の考古学
講習No.
S04
選択

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年7月31日（月）

主な受講対象者 小学校・中学校・高等学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

70人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 山中　章（三重大学人文学部名誉教授・京都文教大学非常勤講師）担当講師

日本列島は、自然災害の歴史と言っても過言ではないほど度々地震や火山噴火、台風、洪水といった自然の営
為によって破壊され、再建に多大な財力と労力を費やしてきました。その実態はいかなるものであったのか、
時の政権はいかなる対応をとったのか、主に日本古代･中世の文献史料や発掘資料から確認できる地震や火山
噴火に伴う災害の歴史について学びます。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

日本の地震･火山災害の歴史
主に日本古代･中世の文献史
料や発掘資料から確認できる
地震や火山噴火に伴う災害の
歴史についてご紹介します。

2限
１０：30～１1：50（8０分）

天平･開元地震と連動地震
中国唐代の史料『旧唐書』･『新唐
書』、日本古代の『続日本紀』には
734年中国甘粛省と日本の近畿地
方を襲った大規模な地震の記録が
残る。連動の正否は不明だが、ユー
ラシアプレートの東端に位置する西
日本とインドプレートとユーラシア
プレートの境界に位置するシルク
ロードでわずか1ヶ月の間に大地震
の記録が遺ることは見逃せない。そ
れぞれの地震の一端を垣間見る。

3限
１2：50～１4：10（8０分）

貞観地震と東日本大震災
貞観11(869)年『日本三代
実録』には東北地方を襲った
巨大地震の記録が残る。その
描写は2011年3月11日、
東北地方を襲った巨大地震と
あまりによく似ている。発掘調
査によっても確認できる地震
の爪痕から、巨大地震の履歴
を考える。

4限
１4：2０～１5：4０（8０分）

浜名湖を生んだ明応地震
明応7(1498)年、東海地方
を襲った巨大地震は浜名湖を
海と繋ぎ、日本三大津として知
られた安濃津を消滅させる巨
大地震であった。浜名湖周辺
や伊勢湾岸はこの地震によっ
て景観を一変させ数多くの村
や港を消滅させた。

5限
１5：50～１6：30（40分）

修了認定試験
講習内容の達成度確認のため
の試験。



受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭

講習No.
S05
選択

【選択】学校教育での芸術療法
　　　（コラージュ療法）の利用

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月1日（火）

講習No.
S06
選択

【選択】授業と学級経営の相乗効果で
　　　子どもの可能性を伸ばす

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月1日（火）

主な受講対象者 小学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

70人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

よい学級は、子どもが生き生きと過ごし、自分の可能性を伸ばしているという実感をもっています。そのような学級
を創り出すための、授業や学級マネジメントの方法を紹介します。現場から生じるさまざまな問題、教師の悩み等
をふまえながら、理論だけでなく現場ですぐに役立てられる実学を修得することを目的としています。学級経営と
授業を関連させていくことで、相乗効果が得られることを、実例をもとに解説します。

大前　暁政（臨床心理学部教育福祉心理学科准教授）

1限
9:00～10:30（90分）

学級マネジメントの方法論と実践
学級経営の筋道を、「学級のシステム
づくりと学級の成長段階」、「マネジメ
ントサイクル」、「個々の子どもへの目
標意識の持たせ方、差別いじめ防止
法」の三つに分けて理論を紹介すると
ともに、実践について解説する。

2限
10:40～12:10（90分）

学級経営と授業を関連させ、
相乗効果を生み出す方法
学級経営の中で設定した個々の子ど
もへの目標を実現していくための、授
業における役割を紹介する。また、子
どもを伸ばすための授業のやり方の
基礎技能を解説し、演習を通して体験
的に授業の方法論を学ぶ。

3限
13:10～14:40（90分）

配慮を要する子への対応法と
授業技術
特別支援を要する子どもや、生徒指導
上問題を抱えた子どもに対して、どの
ようにアプローチしていくかを、目標
像の設定と、日々の指導記録、フィー
ドバックサイクルなどの観点をもとに
して解説する。

4限
14:50～16:20（90分）

まとめ・修了認定試験
学級マネジメントの理論をもとにし
て、実際に自分の学級でどのような
目標と手立てが考えられるのかを演
習してまとめとする。最後に、マネジ
メントの理論や授業理論、発達障害
などの知識や技能について、試験を
行う。

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 森谷　寛之（臨床心理学部臨床心理学科教授）担当講師

コラージュとは、雑誌やパンフレットなどの既成の絵や写真をはさみで切って、台紙の上で構成し、糊で貼り付けるシンプルな方法
である。これを講師は1987年に箱庭療法を参考にコラージュ療法として提案した。以後、教育・医療・福祉・矯正分野で広く用い
られている。本講習ではコラージュ制作実習を通じて方法を学び、教員自身が自分でその効果を確かめる。また、この体験をもとに
して、生徒の作品をよりよく理解できるようにする。生徒とのコミュニケーションとして芸術療法が利用できることを学んでいく。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

コラージュ療法とは
コラージュ療法を発想したい
きさつとその基本的な考え方
を示す。美術教育との違いな
ども説明する。

2限
１０：3０～１1：5０（8０分）

コラージュ制作実習
実際に自分でコラージュ制作
をする。

3限
１2：5０～１4：１０（8０分）

作品のふりかえり
作品を通じて自分の気持ちを
表現してみよう。生徒理解の
方法を説明する。

4限
１4：２０～１5：40（80分）

作品の理解の仕方
子ども達の作品を通じて、生
徒理解を深めよう。精神発達
と作品の変化を理解する。

5限
１5：50～１6：3０（４0分）

修了認定試験
どれぐらい理解できたかを振
り返る。

備考 制作体験をします。日頃なじみで、切り抜いても差し支えない雑誌などを２、３冊と糊・はさみをご持参ください。



講習No.
S07
選択
【選択】子どもとかかわる身体

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月3日（木）

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

36人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 本山　益子（京都文教短期大学幼児教育学科教授）担当講師

教育者が人的環境であることは周知のことである。子どもが身体で訴えている何かを感じると同時に、安心で
きる雰囲気を醸し出し対応できる教育者の身体性について検討したい。具体的には、身体で他者と響きあうこ
と・つながることを実感するために、ゲームや身体表現遊び（幼稚園・小学校低学年向け）を行う。さらに、講義
においては、エピソードなども手がかりに、身体コミュニケーションに纏わる問題の検討につなげる。

1限
9:00～10:00(60分）

実技1
他者と響きあい、つながる身体を実感
しましょう。

2限
10:10～12:10（120分）

実技2
歌やイメージを手がかりにした身体表
現遊びを実践します。

3限
13:10～15:10（120分）

講義・演習
教育現場における教育者の身体性に
ついて、多様な観点から検討します。

4限
15:20～16:20（60分）

修了認定試験

備考 実技は、動きやすい服装・汗をかいてもかまわない服装に着替えてください。
体育館シューズとタオルをご用意ください。

講習No.
S08
選択
【選択】宇治の文化と文学

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月4日（金）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

我が国の伝統や文化を尊重する心を育成するためには、教員自身が日本の伝統や文化について関心を深めることが
重要である。本講習では、宇治の風景・人々の暮らしを伝える資料や文学作品などを鑑賞しながら、宇治の昔と今を検
証し、「次世代に伝えるべき文化」について考える。なお、伝統文化継承の今日的課題を明らかにするために、宇治の伝
統文化の一つ「鵜飼」を取り上げる。課題提示にあたり、ゲストスピーカーに鵜匠を迎え、その日常を知る時間を設ける。

千古　利恵子（京都文教短期大学幼児教育学科教授）

1限
9:00～10:30（90分）

宇治の景色の昔と今
―文学に描かれた宇治―
古典文学には、宇治を舞台にした出来
事や風景が描かれている。その中から
代表的な作品を選び鑑賞することを
通して、宇治の地の昔と今を比べる。

2限
10:40～12:10（90分）

宇治の伝統文化と人々の暮らし
時代を問わず、人々の暮らしは生活す
る土地の文化と深くかかわり、影響を
受けるのだろう。宇治は、世界遺産の
保存という社会的使命を担うことが、
人々の暮らしにどのような影響をあた
えるのか、考えてみる。

3限
13:10～14:40（90分）

宇治川の鵜飼と伝統の継承
―鵜匠を招いて―
伝統文化の継承は、学校教育において
も重んじられている。そこで今回は、宇
治の文化継承者の話をふまえ、「伝え
るべき文化とは何か」「継承にはどのよ
うな課題が有るのか」を検証する。

4限
14:50～16:20（90分）

まとめと修了認定試験



講習No.
S10
選択
【選択】絵本、再発見

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月8日（火）

主な受講対象者 幼稚園・小学校（低学年）教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

24人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

子どもに関わる媒体として、絵本はとても身近なものでしょう。講習では、一方的な読み手から解放され、改めて
絵本の魅力を再発見できる機会を提供したいと思います。臨床心理学的な視点を通して、いろいろな角度から
教育現場での絵本の効果的な活用法に迫ります。読み聞かせの実践も行います（幼稚園・小学校低学年向け）。
日頃から絵本が好きな方、絵本についてディスカッションをしたい方にご参加いただきたく思います。

三林　真弓（臨床心理学部臨床心理学科教授）

1限
9:00～10:30（90分）

絵とストーリーが生まれる
源泉を知る
描画法のひとつであるスクイグルを
体験し、創造する(想像する)力を養う。

2限
10:40～12:00（80分）

絵本について知識を深める
絵本について大脳生理学的・臨床心
理学的な観点からレクチュアを行う。
絵本作家がどのような意図で絵本を
作っているかを理解し、特に読み聞
かせをしてもらう子どもがどのよう
に絵本をみているのかについて理解
を深める。

3限
13:00～14:40（100分）

絵本の読み聞かせの実践
学内の図書館に移動し、絵本を選書す
る。２人ないしは３人で絵本の読み聞か
せの実践を行う。読み聞かせをしても
らう側の立場に立つことで、普段気づ
いていないことに気づくこと、さらに読
み聞かせを受講者同士で行うことで、
普段の読み聞かせの良さあるいは癖
などに気づくことを目的とする。

4限
14:50～16:20（90分）

全体の振り返りと修了認定試験
全体を振り返っての質疑応答を行い、
本日の授業を踏まえた論述式の筆記
試験を受ける。

備考 「お気に入りの絵本」「受講者の皆さんに是非紹介したい絵本」がありましたら、ご持参ください。
あれば、で結構です。

講習No.
S09
選択

【選択】教師と子どものための
　　　メンタルヘルス

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月8日（火）

主な受講対象者 小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭、栄養教諭
定員

270人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
松田　真理子（臨床心理学部臨床心理学科教授）
平尾　和之（臨床心理学部臨床心理学科教授）担当講師

小・中・高校時代は、様々な対人関係を通して社会性を身につけながら、一方で「自分らしさ」という個性を形成
していく心理的課題に満ちた時期です。この時期には、身体的・社会的にも大きな変化をともない、精神的不調
が起こりやすくもあります。本講習では、この時期に子ども達が直面する様々な心理的課題や精神的不調、孤食
や不規則な食生活に纏わる課題、摂食障害など精神・身体面での問題、そして子ども達を育み守る教師自身の
メンタルヘルスについて、その理解と具体的対応・援助を学びます。

1限
９：0０～１０：3０（9０分）

子どもの発達課題と心の不調
学童期・思春期の各年代にお
ける発達課題と心の不調につ
いてエリクソンのライフサイ
クル理論と精神医学の観点か
らお話しいたします。

2限
１０：40～１2：10（9０分）

学校現場における課題と
具体的対応
学童期・思春期の子どもの精
神的不調に対する具体的対
応、学校現場での課題、父母へ
の対応と支援、医療機関との
連携、教職員自身のメンタル
ヘルスなどにつき、演者のス
クールカウンセラーとしての
経験を踏まえながらお話しい
たします。

3限
１3：10～１4：40（9０分）

教師の精神的不調の理解と
援助
教師に起こりやすい精神的不
調（ストレス関連、不眠、不安、
うつ）の理解と援助について、
精神科医としての経験を踏ま
えながら、お話しいたします。

4限
１4：5０～１6：2０（9０分）

子どもの精神的不調の理解と
援助
学童期・思春期の子どもに起
こりやすい精神的不調（発達
障害・虐待にともなう問題、自
律神経症状、不安・うつ、摂食
障害、そしていま話題の精神
病様体験まで）の理解と援助
について、精神科医としての
経験を踏まえながら、お話しい
たします。

5限
１6：30～１7：00（30分）

修了認定試験



講習No.
S11
選択

【選択】子どもが夢中になり多様な動きを
　　　身に付ける運動遊び

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成29年8月8日（火）

主な受講対象者 幼稚園・小学校（低学年）教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

42人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

幼少期の運動遊びは「何のためにするのか？」、「何をするのか？」、「どのようにするのか？」。上記の問いに対
して、子どもの保育・教育に携わる者が共通理解を持って取り組むことが、心身共にたくましい子どもを育む
ために重要である。本講習では、学術研究や社会調査の結果も交えながら運動遊びに関する理解を深めること
に加え、実際に体を動かしながら現場で実践可能な運動遊びの展開方法を学ぶ。

香村　恵介（京都文教短期大学幼児教育学科講師）

1限
９：００～１０：００（６０分）

講義：幼児期の運動遊
びは「何のために、何を、
どのように」するのか？
2012年3月に文部科学省
から公表された「幼児期運動
指針」の内容にも触れながら、
幼児期の運動遊びを展開す
る上での心構えを学びます。

2限
１０：１０～１１：1０（60分）

実技1：道具なしで楽しむ
多様な動きのある運動遊び
幼児期に偏りなく経験させた
い「バランス系」、「移動系」、
「操作系」、「力系」の動きを、特
別な道具を使用することなく、
ペアや全員で関わりながら楽
しく展開する方法を学びます。

3限
１1：2０～１2：2０（6０分）

実技2：2歳児・3歳児でも
楽しめる運動遊び・親子遊び
低年齢の子どもでも体を思い切
り動かして楽しむことができるよ
うに、イメージや言葉がけなどを
工夫した展開方法を学びます。ま
た、参観や園開放の時に、親子で
楽しむ運動遊びも実践します。

4限
１3：2０～１4：5０（9０分）

実技3：鳴子、組体操、パラバルー
ンを組み合わせた運動会演技
3つの演技を単発ではなく組み合
わせて構成することで、いつもの運
動会練習よりも子どもたちが夢中
になって取り組み、様々な運動の
力、心の力を伸ばすことができま
す。子どもへの指導のコツを、園で
25年以上にわたって体育を教え
てきた指導のプロから学びます。

5限
１5：0０～１6：00（6０分）

実技4：運動遊びにおける悩
み・課題の解決策を考えよう
事前にアンケートで回答してい
ただく「運動遊びについて現場で
困っていること、課題と感じてい
ること」について、アイディアを出
し合いながら、体も動かしなが
ら、解決策を考えていきます。

6限
16：15～１６：45（3０分）

修了認定試験
本日の講習を踏まえた論
述式の修了認定試験（筆
記試験）を実施します。

備考 動きやすい服装，体育館シューズをお持ちください。

講習No.
S12
選択
【選択】教員としての
　　　コミュニケーション能力を高める

講習の開催地

宇治キャンパス

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭

講習の概要

定員

150人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 森川　知史（京都文教短期大学ライフデザイン学科教授）担当講師

教員のコミュニケーション能力を問う。コミュニケーションは、人間関係の始まり、関係の構築・維持・発展の全
てに関わる。児童・生徒、教員、保護者、地域との関係等、教員のコミュニケーション能力は重要で、求められるの
は、話し方だけでなく、聞き方、相手の受けとめ方、非言語の理解法等、多様だ。コミュニケーション能力が如何な
るものかを知り、自分の能力の問題点に気づき、自分のあり方を補正していけるよう進めたい。

1限
9:00～10:30（90分）

コミュニケーション能力とは
コミュニケーションの能力が求めら
れる時代背景について。「コミュニ
ケーション能力」とは何か。

2限
10:45～12:15（90分）

記号的存在
ことばだけで行われるのではないコ
ミュニケーションの本質について。

3限
13:15～14:45（90分）

教員に求められる
コミュニケーション能力
コミュニケーションと人間関係の不
可分性について。

4限
15:00～16:30（90分）

まとめ・修了認定試験

講習の期間 平成29年8月9日（水） 受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭、栄養教諭
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